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第3章では､日本人大学生を対象に､ホス トー ゲス ト間の支援的関係を分析した｡ソー









第6章では､留学生交流における日本人ホス トとゲス トとの関係性形成､ホス トの関わ
り方が留学生の異文化適応に果たす役割､ホストの異文化間対人関係形成上の課題､そ
してホストを対象とした異文化間教育の可能性について論じた｡日本人ホストが留学生
との交流を､外国語や外国情報に触れる機会として狭義にとらえる場合は､留学生に歩
み寄る傾向にあり､異文化適応支援には結び付きにくい｡ホストが異文化葛藤を認識し
乗り越えていること､ホスト文化とゲスト文化について理解を深めていること､ホスト
文化説明の技術を持っていること等が､ゲストを適応支援に導ける条件と考えられた｡
最後に､日本人の心理的次元における異文化対応のスタイルをふまえ､ホストのための
異文化間教育の可能性について論じた｡
学位論文審査結果の要旨
本研究はこれまであまり注目されることのなかった､在日外国人留学生と関わる日本人ホス
トに､異文化間心理学と異文化間教育の観点から焦点をあてた意欲作である｡質問紙調査と面
接調査を用いて､量的･質的手法を組み合わせた統合研究という形で四研究をまとめた章を軸
に､序論と総括の章を加えて構成されている｡
審査委員会は､社会学､日本語学､心理学の専門家によって構成された｡審査会では､本論
文に対して､考え方や方法の詳細などを尋ねるはか､学際的な観点からの議論が求められた｡
まず､移民集団では肯定されると予想される仮説2が留学生集団で不支持だった理由は何か､
留学生において属性差がみられたかどうか､留学生の専攻次第で言語の社会的意味が異なる可
能性があるのではないかなどが質問されたQさらに､厚いデータを評価しつつ､本論文におけ
る国際化の定義とそのあり方への筆者の考えや､ホスト社会における異文化接触のインパクト
のあり方､適応概念とその操作的定義の詳細､サポートの一致を巡る文化的バランスポイント
の定め方などが問われたOそして､ホスト集団とゲスト集団における適応の質､留学生政策と
その展開への評価､留学の現状に対する本研究の意義､留学交流における文化学習の意味と役
割の不定性への評価､留学生の動機付けによる異文化滞在スタイルの分岐可能性､適応状態と
の相対的な関係に由来するサポートニーズの継時的変動の可能性などについて､議論が求めら
れた｡
方法論や定義などの説明は誠実に行われ､実証研究の立場から正確に考察を述べる努力が認
められた｡ただし社会的影響に触れる発展的な問いへの応答には課題が残った｡期待されたの
は､心理学の着想と方法論に基づき､本論文が解明し得た範囲と残された課題の学術的な位置
づけを的確に説明し､主題が内包する問題構造への解釈とアプローチの可能性を整理して述べ
ることだが､課題認識への言及に留まることもあったO学術的な議論は更に深める余地がある
が､それは未開拓な商域を手がけているためもあろうと思われる｡本研究は､異文化間心理学
の丹念な基礎的知見を異文化間教育につなげる一つの試みとして､関連学会では積極的な関心
を持って受け止められ､未開拓の額域を前進させる一翼として認知されている｡こうした発展
性を持つ魅力は,本論文の中に読み取ることができた｡
記載を巡る不備が､いくつか指摘された｡適応と異文化適応の語が一貫した使い分けをされ
ていないこと､意図が通じにくい複文があること､文化に関する言説が不用意に使用されてい
ること､書類の記載に不備があることなどについて､修正が求められた｡
本論文は､博士論文としては十分な水準に達していると考えられたOすでに専門誌に掲載さ
れた作品を含めて構成され､投稿中の章も国際学会での発表を経ており､研究の質は一定の評
価を得ている｡一連の研究から､まとまった主張が展開されている｡残る課題に取り組みなが
ら､本研究が新たな研究潮流を推進していくという点で､期待が持てるものと思われるO審査
委員会では全員一致で､本論文を博士の学位にふさわしいものと認めた｡
